
「自閉症の治療にペプチドホルモンであるオキシトシンが効果がある」（9/3） 
「九大、自閉症引き起こす神経発達障害「レット症候群」の発症メカニズムの一端を解明」（9/22） 
というニュースを見て自閉症と遺伝子の関係やリガンドとの結合に関して情報が得られないか。 

まずkeywordで検索開始。 

＜VaProSを検索エンジンのように使用する＞ 
VaProSチュートリアル 
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Phenotype results にはoxytocinという語は見られない。 
レット症候群の原因遺伝子（MECP2）についてmolecular interactions
の数が61だが、EIF4Eでは154もある。とりあえずEIF4Eをクリック。 
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ここにEIF4Eの情
報があらわれる。 

ここを眺めてもよくわからないの
でもう一度リストに戻る。 

関連のある物質が多すぎるので、まず
中央にあるEIF4Eをクリック。 
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EIF4Eと病気の関係を見るためにOMIMのDBをクリック。 

ホームに戻る。 
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DB（OMIM）に跳ぶ。  

読んでみると、、、 
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EIF4E遺伝子が４番目の染色体にあって、 
この部分の遺伝子異常で病気になるらしい。 

すでにモデルマウスも作られているらしい。 

参考文献もPubMedから跳べる。 
EIF4Eに結合するタンパク質（4E-BP2 ）をノックアウト
するとマウスの行動に異常が出てくる。 

4E-BP2を見る。 

602224をクリック。 
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DNAは自閉症とは無関係にクローニングされ
ていたことがわかる。 

下方にスクロール。 

モデルマウスの
記述が出てくる。 

重要そうだ。 VaProSでさがしてみよう！ 

DB(OMIM) 602224に跳ぶ。 

論文にも跳べる。 
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VaProSのトップページのKeyword検索に戻り、mtorと入力し、mtor [gene/protein]を
選択すると検索結果のオーバービューの画面が現れる。 

NCBIへ UniProtへ 
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NCBIだけでなくUniProtからもMTORの遺
伝子配列や作用、複合体形成などたくさん
の情報を得ることができる。 

たとえばUniProtの最初の画面で下の方を見てみるとInteractionというところがあってそこにEIF-4EBP1の記述がある。 

ここをクリックすると
UniProtに跳ぶ。 

PDBIDをクリック。 

複合体構造を見
ることができる。 

NCBIからMTORがrapamycinのターゲットでセリン/スレオニン キナーゼであることがわかる。 

UniProtの画面の下の方を見てみるとStructureにぶつかる。 
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OMIM 602224に戻る 

MTORの下流にEIF4Eに結合する4EBP2があり、MTORがrapamycin結合のターゲットということはタンパク質
の発現の調節ができる可能性があるということか？ 

自閉症発症の原因は単純ではなさそうだが、ゲノム解析で４番目の染色体のEIF4E
遺伝子の異常が原因の場合には治療ができるようになるのかもしれない。 

次にMCP2がかかわる自閉症について調べてみよう。 
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最初に戻ってMECP2を探すと２つ見つかったのでそれぞれをクリックしてみる。 

図形の並び方は違うが基本的には同じ。 

まずはレット症候群とは何かを調べるためにRETT SYNDROMEをクリック。 
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表からは①と②ではID番号が異なる（①：#300496、②：#312750）が、どちらもcontributorsは同じ人であることがわ
かった。図の方のRETT SYNDROMEをクリックするとどちらも②が表示され、こちらの方が内容が充実しているが、
DBの更新日は①の方が少し新しい。まず①の方をクリック。 

Phenotypic Seriesとは？ 
気になるのでクリック。 

自閉症の遺伝子
が染色体のどこ
にあるか、遺伝
子名など有益な
情報の一覧をみ
つけた。 
（ちなみにこの情
報は②には載っ
ていない。） 

MECP2はAUTSX3とも関係している遺伝子 
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次に②の方をクリック。 

MECP2とはmethyl-CpG-binding protein-2 のこと。 

それではmethyl-CpG-binding protein-2とは
どのようなタンパク質なのだろう。  

ここをクリック。 

MECP2は神経系の発達に
大変重要なタンパク質であり、
しかも、 X染色体にある遺伝

子で、劣性致死遺伝子らし
いといったいろいろな情報を
得ることができる。 

このように、VaProSを検索エ
ンジンのように使用すると、通
常の検索エンジンで調べるよ
りも、確実な情報をreference
付きで、しかも、自分で確か
めながら得ることができます。 
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